



































































































































































































































































































































































埴域・吋代 損者 書名 巷数 部名 鄙よみ 浮付圏文字 部厘 門名 門よみ 門序 目名 目よみ
中国・唐 徳堅筍 初学記 勇一巻 天 てん 部 上 天 てん 一
中国 唐 徳堅筍 初学配 第一巻 天 てん 部 上 日 ひ 二
中国 座 徳堅霄 初学記 第一巻 天 てん 部 上 月 つき
???
中国 店 徳堅筍 初学配 第一繕 天 てん 部 上 星 ほし 四
中国 店 徳堅筍 初学配 勇一繕 天 てん 部 上 毒 <も 五
中国 唐 愉堅筍 初学里 第一饗 天 てん 部 上 凪 かぜ 六
中国 唐 徐堅筍 初学配 第一巷 天 てん 部 上 雷 かみばり 七
中国 唐 徳堅辱 初学記 第二巻 天 てん 部 下 雨 あめ 一
中国 店 抽堅鱒 初学配 第二巻 天 てん 部 下 胃 ゆき 二
中国 唐 徳堅霄 初学配 勇二巻 天 てん 部 下 露 しも
???
中国 磨 徳堅管 初学配 篤二巻 天 てん 部 下 雷 ひょう 四
中国 唐 徐堅管 初学湿 第二窪 天 てん 部 下 儲 つゆ 五
中国 唐 徳堅答 初学配 篤二港 天 てん 部 下 霧 きり 六
中国 唐 徐堅筍 初学記 篤二巻 天 てん 部 下 虹娩 こうげい 七
中国 店 徳堅筍 初学湿 勇二種 天 てん 部 下 舜暗 せいせい 八
中国 座 愉堅筍 初学配 露三種 歳時 さ↓ じ 部 上 春 はる 一
中国 唐 徳堅筍 初学里 語三基 歳時 さ↓ じ 部 上 夏 なつ 二
中国 唐 徐堅筍 初学記 篤三窪 歳時 さ↓ じ 部 上 秋 あき
???
中国 画 徐堅筍 初学里 露三巻 歳崎 さ↓ じ 部 上 冬 ふゆ 四
中国 ■ 徳堅筍 初学配 認四響 歳時 さ↓ じ 部 下 元日 がんじつ 一
中国 磨 祢堅筍 初学配 第四巻 歳時 さ↓ じ 部 下 人日 じんじつ 二
地域･時代 撰者 何数
~~~二憂軍~~．
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［図9]配列変化をグラフ化する
これは、二つのオントロジセット中の共通語彙を抽出し、それぞれが全語彙中の何番目に出現するかの
割合を出し、その出現位置を比較するものである。
両者の出現順を比較して、値が「－（マイナス)」として出現するものは、当該位置において順序の変
動が生じたことを示す。この形にデータが形成できると、『事類賦』から『初学記』をながめた場合（す
なわち『事類賦』が『初学記』をどのように取り込んでいるか)、その配列にはどのような変化が起こる
かという観点で（[初学記位置比率/341]）グラフ化が可能である。それを試みたものが[図9]である。
ただし、このような形にデータを加工して行くには、相当な手間を要する。そこで、比較的入力の行い
やすい[図3]の形式から、［図9]のグラフ化の直前のデータを求めるための[図8]のデータを自動的に形
成するフ・ログラムを開発した(USC2.0以上も対応)。
4.オントロジ的発想による知識ナビゲート
”オントロジ'1という知識概念木の組合せによって立つ検索系が実現できれば、従来とは異なるパラダイ
ムによる検索体系を構築することも可能となろう。
たとえば、 ［図10]は、「白狐」という事柄が、京都小野の古刹善通寺派の真言宗の寺、随心院における
知識体系の中での文化的位置づけを図式化したものである。
まず、随心院所蔵の『延喜式』太政官治部祥瑞の項に「白狐」の条がある。当該書は、 「令律格式」と
大字の「令」字に続いて「律格式」と書かれた箱に収められる。他の箱には、この「令」字は、ある時期
に『千字文』に従った排架が行われていたと思われ、 「天」や「也」字の書かれた箱が残っていることか
ら、元来1,000個の箱が蔵されていた可能性が高い。
また、次に「令」に『延喜式』が納められていたことについては、後に続く「律格式」という連想が働
いたと考えられ、『千字文』の各字の意味も意識した排架の体系になっていたと思われる。（｢六国史」で
は「律令」という言い方が熟していたが、『職原抄』古本系では、「令律」という表記が使用されていた｡）
そこで、それぞれのオントロジを組み立てて検索語の候補として並べたものが[図10]である。すると、
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[図11]『千字文』による分類ラベル
※白狐・瑞祥・治部・太政官・延喜式・律令格式
※白狐・獣｜瑞祥・芸文類聚
※令．（千字文の各字）
※随心院・善通寺・真言宗
※随心院・小野・京都
などいった連想図式が想定でき、異なるオントロジの組合せ次第で、思わぬ発見を喚起するナビゲーシヨ
ンの可能性が暗示されるといえよう6
一方で、こうした発想は、既存資源を潤沢に使って、いかに情報を読み解き説明するかという、データ
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マイニングをサポートするための枠組みを、発信者側から意図的に情報に誘導せしめる仕組みにも有効で
あろう。無機質に並べ並べられる画像から、いかなる意味を伝えるかということは、発信者側のコンセプ
トに大きく依存するものといえよう。
情報は決して孤立して存在しているわけではない。それぞれが相互に関連し、一つの有機的な組織体と
して長期間の伝承されるものである。その間には分類体系そのものも大きく変容するが、その分類体系自
体も、知識の記録として重要である。したがって、時系列ごとに可変的な知識秩序の原態復元を可能とす
る検索体系を実装することは、分類体系自体を分析・研究の俎上に乗せる道筋を拓くという点においても
重要な視点といえるだろう。
5.研究の可能性一今後の展開一
通覧・検索の便を両立させることに配慮して編纂された古典的類聚編纂物の検索体系は、今なお古典研
究者による出典分析や、それ以外では、詩作・句作などといった実作活動の場面で使用されている。しか
しながら、それぞれの典籍の個性ゆえに、分類概念をたよりに多数の典籍を通覧するという検索手法はこ
れまで実現されたことはなかった。
資料操作に習熟を重ねた人は、その書の検索体系、すなわち分類体系を読み取って、初期の目的を実現
しているが、その守備範囲は個別的で、限られた範囲にとどまる。
本研究の方法上の特色は、先人の残した事物の分類概念を、あるがままに集成・再構築することによる
検索体系の復元・有効利用という点にある。が、その成果は、個々の古典作品の分析にも役立つ典拠資料
として結実するのみならず、それをコンピュータの検索系に反映することにより、古典的分類概念が現代
の事物にも適用可能かどうかについての評価を行うことにもなる。その意味で、本研究のもたらす意義は
単に文学研究のみにとどまるものではなかろう。
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